
評Slt：

口

小
野
容
堅
粕

『
帝
国
日
本
と
朝
鮮
野
球

　
－
憧
憬
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
縢
路
1
』

高
　
嶋

航

　
本
書
は
噛
朝
鮮
独
立
運
動
と
東
ア
ジ
ア
ー
一
九
一
〇
－
　
九
二
五
漏
（
思

文
閣
出
版
、
二
〇
＝
工
年
）
の
著
者
に
よ
る
二
冊
目
の
単
著
で
あ
る
。
独
立

運
動
史
の
研
究
者
が
野
球
の
本
を
出
す
と
い
う
こ
と
を
不
思
議
に
思
う
人
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
植
民
地
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
と
独
立
運
動
が
結
び

つ
く
こ
と
は
け
っ
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
う
し
た
研
究
は

往
々
に
し
て
両
者
の
結
び
つ
き
を
強
調
し
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
本
書
は
爾
本
へ
の
憧
憬
と
反
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
で
葛
藤
す
る

朝
鮮
野
球
の
姿
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
描
い
て
い
る
。
さ
っ
そ
く
本
書
の
内
容
を

概
観
し
よ
う
。

　
ま
え
が
き
に
よ
る
と
、
本
書
執
筆
の
契
機
は
、
二
〇
〇
六
年
の
ワ
；
ル

ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
対
す
る
韓
国
人
の
熱
狂
を
目
に
し
た

こ
と
に
あ
っ
た
。
韓
国
チ
ー
ム
の
活
躍
は
「
韓
国
野
球
～
〇
一
年
史
に
お
け

る
最
高
の
業
績
」
と
称
え
ら
れ
、
こ
れ
以
降
、
野
球
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
化
、

そ
れ
と
裏
返
し
の
脱
日
本
化
が
進
行
す
る
。
具
体
的
に
は
、
過
去
と
現
在
の

見
直
し
、
す
な
わ
ち
韓
国
野
球
の
ル
…
ツ
探
し
と
野
球
用
語
の
改
定
が
進
め

ら
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
伝
わ
っ
た
は
ず
の
韓
国
野
球
に
、
な
ぜ
B
本
が

絶
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
か
と
い
う
点
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
本

書
の
匿
的
は
植
民
地
時
代
を
中
心
に
、
朝
鮮
祉
会
で
野
球
が
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
た
の
か
、
日
本
野
球
と
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の

か
を
歴
史
学
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
序
章
「
変
化
す
る
野
球
用
語
」
は
用
語
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
を
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
グ

じ
る
。
朝
鮮
で
は
日
本
の
漢
字
語
由
来
の
三
葉
門
叶
早
」
を
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

の
訳
語
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
紺
し
て
、
中
国
で
は
「
棒
球
」
と
呼
ん
で
い

る
。
朝
鮮
で
も
中
国
で
も
近
代
に
大
量
の
日
本
漢
語
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
が
、

朝
鮮
の
ほ
う
が
依
存
度
が
高
い
。
独
立
後
、
韓
国
で
は
需
語
の
面
で
も
脱
日

本
化
（
脱
植
民
地
化
）
、
す
な
わ
ち
漢
字
の
不
使
用
と
固
有
語
の
比
率
を
高

め
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
用
語
の
純
化
も
試
み
ら
れ
て
い
る

が
、
日
本
語
の
影
響
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
日
本
に
野
球
が
伝
わ
っ
た
の
は
一
八
七
〇
年
代
で
、
当
初
は
「
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
中
馬
庚
が
門
野
薄
し
と
い
う
語
を
発
案
し
た

の
は
一
八
九
五
年
で
あ
る
。
一
八
九
六
年
に
一
高
が
横
浜
の
ア
メ
リ
カ
人

チ
ー
ム
に
勝
利
し
た
こ
と
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
高
揚
さ
せ
た
。
そ
れ
は
国

粋
主
義
と
欧
化
主
義
批
判
の
台
頭
と
い
う
時
代
の
一
コ
マ
で
も
あ
っ
た
。
武

道
に
対
す
る
評
価
の
高
ま
り
と
反
比
例
し
て
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
に
対
す
る
批
判

が
高
ま
っ
た
が
、
愛
好
者
た
ち
は
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
日
本
化
す
る
こ
と
で
批

判
に
応
え
た
。
そ
の
結
果
が
「
野
球
扁
と
い
う
訳
語
の
定
着
で
あ
っ
た
。

　
第
一
章
「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
伝
来
と
野
球
の
普
及
i
韓
国
併
合
前
」
で

は
、
従
来
の
定
説
を
批
判
し
つ
つ
、
黎
明
期
の
野
球
史
を
整
理
す
る
。
二
〇

〇
六
年
が
「
一
〇
…
年
」
目
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
従
来
朝
鮮
野
球
の
起
源
は

一
九
〇
五
年
に
ア
メ
リ
カ
入
宣
教
師
ジ
レ
ッ
ト
が
皇
城
Y
M
C
A
の
朝
鮮
人

に
野
球
を
教
え
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
噸
大
韓
体
育
会
史
隠

（一

纔
Z
五
年
）
の
説
は
大
島
勝
太
郎
『
朝
鮮
野
球
史
㎏
（
一
九
三
二
年
）
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の
い
う
「
明
治
一
工
十
七
年
頃
」
（
～
九
〇
四
年
頃
）
に
依
拠
し
、
換
算
ミ
ス

で
一
九
〇
五
年
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
違
い
が
何
十
年
に
も
わ
た

っ
て
通
用
し
た
こ
と
は
、
韓
国
で
自
国
の
野
球
史
が
い
か
に
軽
視
さ
れ
た
か

を
象
徴
し
て
い
る
。

　
一
九
〇
三
年
に
皇
城
Y
M
C
A
が
設
立
さ
れ
、
翌
年
に
ジ
レ
ッ
ト
が
野
球

を
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
は
Y
M
C
A
の
会
員
に
と
っ
て
、
西
洋
文
明
に
接
す

る
一
つ
の
機
会
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
韓
帝
国
の
保
護
国
化
の

進
展
に
と
も
な
い
、
皇
城
Y
M
C
A
は
愛
国
的
団
体
へ
と
変
容
し
、
野
球
に

も
新
し
い
意
義
づ
け
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
叢
生
し
た
愛
国
啓
蒙
団

体
は
「
民
族
の
身
体
」
を
国
権
回
復
の
鍵
と
見
た
。
野
球
は
宣
教
師
に
し
て

み
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
～
環
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
朝
鮮
人
に
と
っ
て
は

日
本
に
対
抗
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。

　
こ
の
こ
ろ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
は
「
打
球
」
「
撃
球
」
「
野
球
」
と
訳
さ
れ
て
い

た
。
　
九
〇
九
年
、
日
本
か
ら
朝
鮮
人
留
学
生
チ
ー
ム
が
最
新
の
野
球
技
術

や
道
具
を
携
え
て
朝
鮮
各
地
を
回
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
「
野
球
扁
が

朝
鮮
語
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
広
ま
っ
た
。
留
学
生
チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
大
韓

興
学
会
は
愛
国
啓
蒙
団
体
で
あ
り
、
日
本
の
支
配
に
抵
抗
す
る
運
動
が
朝
鮮

に
お
け
る
野
球
の
日
本
化
を
促
進
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
章
「
暗
黒
時
代
一
武
断
政
治
下
の
野
球
界
」
は
武
断
統
治
期
に
も

皇
城
Y
M
C
A
や
私
立
高
等
普
逓
学
校
が
愛
國
啓
蒙
運
動
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
を

継
承
し
た
こ
と
、
一
方
で
官
立
高
等
普
通
学
校
で
は
朝
鮮
総
督
府
の
教
育
方

針
と
の
関
係
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
論
じ

ら
れ
る
。
在
朝
日
本
人
は
早
く
に
野
球
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
い
た
が
、
一
九

｝
二
年
夏
、
そ
の
一
つ
東
洋
協
会
専
門
学
校
京
城
分
校
に
皇
城
Y
M
C
A
が

試
合
を
挑
ん
だ
。
自
信
を
つ
け
た
皇
城
Y
M
C
A
は
同
年
＝
月
に
日
本
遠

征
を
敢
行
し
た
。
早
大
野
球
部
は
格
下
の
相
手
と
対
戦
す
る
だ
け
で
な
く
資

金
援
助
ま
で
し
た
が
、
そ
れ
は
安
部
磯
雄
部
長
の
野
球
を
通
じ
た
国
際
交
流

の
理
念
の
実
践
で
あ
っ
た
。

　
皇
城
Y
M
C
A
の
活
躍
に
焦
り
を
感
じ
た
在
朝
臼
本
人
は
官
民
一
体
と
な

っ
て
野
球
の
振
興
を
図
る
。
そ
の
中
心
を
担
っ
た
の
が
総
督
府
鉄
道
局
と
総

督
府
の
御
用
新
聞
『
京
城
日
報
臨
だ
っ
た
。
鉄
道
局
で
は
一
九
一
二
年
に
野

球
倶
楽
部
が
結
成
さ
れ
、
翌
年
春
に
早
大
の
萩
野
喜
代
志
を
入
局
さ
せ
る
が
、

こ
の
新
し
い
発
想
の
き
っ
か
け
は
朝
鮮
人
チ
ー
ム
へ
の
焦
り
や
対
抗
心
だ
っ

た
。　

一
九
一
四
年
号
鉄
道
局
の
龍
山
倶
楽
部
と
朝
鮮
人
チ
ー
ム
五
星
倶
楽
部
と

の
試
合
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
試
合
に
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
た
五
星
倶
楽
部

の
選
手
に
対
し
日
本
人
観
衆
が
暴
行
、
朝
鮮
人
側
が
応
酬
し
、
双
方
に
負
傷

者
を
出
す
事
件
が
起
こ
っ
た
。
日
朝
野
の
野
球
の
試
合
は
民
族
の
自
尊
心
を

賭
し
た
戦
い
と
な
っ
て
い
た
。

　
大
阪
朝
臼
新
聞
社
は
　
九
一
五
年
に
全
国
中
等
学
校
野
球
大
会
を
創
設
す

る
。
早
く
も
そ
の
翌
年
に
は
朝
鮮
地
区
予
選
を
企
画
し
、
朝
鮮
人
学
校
も
三

校
参
加
す
る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
予
選
の
直
前
に
総
督
府
学
務
局
が
参
加

を
阻
止
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
前
述
の
暴
行
事
件
が
あ
っ
た
。
総
督
府
は
内

乱
融
和
よ
り
治
安
維
持
を
優
先
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
章
「
「
民
族
の
発
展
は
壮
健
な
身
体
か
ら
」
1
文
化
政
治
期
の
朝

鮮
野
球
界
（
1
）
」
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
対
す
る
日

本
の
影
響
を
論
じ
る
。
文
化
政
治
へ
の
転
換
を
も
た
ら
し
た
三
・
一
独
立
運

動
は
、
朝
鮮
が
国
際
社
会
か
ら
独
立
を
認
め
ら
れ
る
に
は
実
力
不
足
で
あ
る

と
い
う
認
識
を
再
確
認
す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。
朝
鮮
人
は
言
論
、
結
社
、

集
会
の
自
由
を
認
め
ら
れ
、
一
九
二
〇
年
四
月
一
日
に
朝
鮮
語
新
聞
噛
東
亜
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評
し；lt：

口

日
報
撫
が
創
刊
さ
れ
る
。
同
紙
は
社
説
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
で
き
な
い

の
は
「
自
ら
の
権
利
を
使
っ
て
い
な
い
」
か
ら
だ
と
論
じ
た
。
民
族
運
動
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
で
き
る
だ
け
の
実
力
を
曇
っ
た
民
族
か
否
か
と
い
う

指
標
と
結
び
つ
い
た
。
こ
の
課
題
に
応
え
る
べ
く
、
同
年
七
月
に
朝
鮮
体
育

会
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
創
設
者
の
多
く
は
日
本
留
学
経
験
者
で
、
同
様
の

活
動
は
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
影
響
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
朝
鮮
体
育
会
は
同
年
＝
月
に
全
朝
鮮
野
球
大
会
、
翌
年
二
月
に
全
朝
鮮

蹴
球
大
会
を
鰯
帯
す
る
（
い
ず
れ
も
第
二
回
大
会
以
降
東
亜
日
報
社
が
後

援
）
。
金
朝
鮮
野
球
大
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
「
朝
鮮
人
版
」
の
全
国
中
等

学
校
野
球
大
会
だ
っ
た
が
、
京
城
で
し
か
開
催
さ
れ
な
い
た
め
地
方
チ
ー
ム

の
参
加
が
難
し
く
、
ま
た
試
合
数
も
少
な
く
、
「
劣
化
版
」
の
全
国
中
等
学

校
野
球
大
会
だ
っ
た
。
一
九
二
五
年
に
日
本
入
側
の
主
導
で
朝
鮮
神
宮
競
技

大
会
が
創
設
さ
れ
る
と
、
朝
鮮
体
育
会
は
そ
れ
と
同
日
程
で
全
朝
鮮
野
球
大

会
を
開
催
し
、
植
民
地
政
策
に
対
抗
し
た
。
当
初
親
日
団
体
の
機
関
紙
だ
っ

た
『
朝
鮮
日
報
』
は
一
九
二
四
年
に
独
立
運
動
家
申
錫
雨
が
そ
の
経
営
権
を

握
り
民
族
運
動
の
一
翼
を
担
う
よ
う
に
な
る
と
、
東
亜
日
報
杜
に
対
抗
し
て

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
に
力
を
注
ぎ
、
一
九
二
五
年
に
全
朝
鮮
申
等
学
校
野
球

リ
ー
グ
を
創
設
し
た
。

　
朝
鮮
人
留
学
生
が
野
球
に
着
目
し
た
の
は
、
そ
れ
が
縦
本
で
最
も
人
気
の

あ
る
「
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
朝
鮮
人
は
野
球
を
「
民

族
的
ス
ポ
ー
ツ
」
に
し
た
が
、
一
九
二
五
年
以
降
、
朝
鮮
人
の
野
球
イ
ベ
ン

ト
は
衰
退
し
、
サ
ッ
カ
ー
が
野
球
に
代
わ
っ
て
「
民
族
的
ス
ポ
…
ツ
」
と
な

る
。
し
か
し
こ
れ
は
野
球
の
衰
退
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
ま
す
ま
す
多

く
の
学
校
が
全
国
中
等
学
校
野
球
大
会
を
冒
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
第
四
章
「
帝
国
日
本
の
野
球
イ
ベ
ン
ト
　
　
文
化
政
治
期
の
朝
鮮
野
球
界

（
2
）
」
は
、
朝
鮮
野
球
が
帝
国
日
本
に
組
み
込
ま
れ
る
過
程
を
論
じ
る
。

一
九
二
一
二
年
の
第
九
國
全
国
中
等
野
球
大
会
は
台
湾
が
参
加
す
る
と
と
も
に
、

初
め
て
朝
鮮
人
学
校
が
参
加
し
た
と
い
う
点
で
、
大
会
が
帝
国
日
本
の
大
会

と
な
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。
今
圓
予
選
に
初
参
加
し
た
平
文
高
等
普
通
学
校
は

決
勝
で
朝
鮮
中
等
学
校
野
球
界
の
覇
者
京
城
中
学
校
を
破
り
、
本
大
会
に
出

場
し
た
。
大
阪
朝
臼
新
聞
社
は
こ
の
大
会
を
内
議
融
和
の
空
間
と
し
て
積
極

的
に
演
出
し
た
。
徽
文
の
活
躍
を
契
機
と
し
て
、
朝
鮮
人
の
生
徒
も
甲
子
園

に
最
高
の
価
値
を
見
出
す
よ
う
に
な
り
、
朝
鮮
地
区
予
選
で
朝
鮮
人
学
校
の

数
が
日
本
人
学
校
を
上
回
る
よ
う
に
な
る
。
対
照
的
に
、
全
朝
鮮
野
球
大
会

は
衰
退
し
て
い
っ
た
。

　
朝
鮮
地
区
予
選
を
参
舶
校
数
と
日
本
人
、
朝
鮮
人
、
混
合
チ
ー
ム
と
い
う

民
族
別
か
ら
見
る
と
、
一
九
二
六
年
ま
で
は
朝
鮮
人
学
校
の
参
加
は
一
校
に

と
ど
ま
る
が
、
一
九
二
七
年
か
ら
内
鮮
共
学
、
公
立
普
通
学
校
の
増
加
と
い

う
学
校
政
策
の
影
響
で
朝
鮮
人
チ
ー
ム
と
混
合
チ
ー
ム
が
増
加
、
一
九
一
三

年
か
ら
朝
鮮
半
島
の
四
地
区
で
一
次
予
選
が
開
催
さ
れ
地
方
の
学
校
が
参
加

し
や
す
く
な
る
と
朝
鮮
人
チ
ー
ム
が
激
増
、
つ
い
に
三
六
校
と
な
っ
た
。
大

阪
朝
日
新
聞
社
と
熾
烈
な
競
争
を
し
て
い
た
大
阪
毎
日
薪
聞
社
も
地
方
の
大

会
を
創
設
し
野
球
熱
を
煽
っ
た
。
だ
が
、
地
区
予
選
の
隆
盛
を
、
大
阪
朝
日

新
聞
が
演
出
し
た
内
鮮
融
和
の
物
語
を
朝
鮮
人
が
受
け
入
れ
た
結
果
と
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本
人
と
朝
鮮
人
の
対
抗
意
識
は
依
然
強
か
っ
た
。

　
一
九
二
七
年
に
始
ま
っ
た
都
市
対
抗
野
球
大
会
は
社
会
人
野
球
の
人
気
を

高
め
た
。
朝
鮮
の
社
会
人
チ
ー
ム
は
積
極
的
に
朝
鮮
人
選
手
を
採
用
し
、
臼

米
野
球
の
全
日
本
軍
に
選
ば
れ
た
李
至
境
の
よ
う
な
ス
タ
ー
も
現
れ
た
。
朝

鮮
の
政
府
機
関
や
企
業
が
朝
鮮
人
選
手
を
採
用
し
た
の
は
、
朝
鮮
統
治
の
成

果
や
企
業
を
宣
伝
す
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
日
本
人
選
手
よ
り
定
着
率
が
高

II5 （347）



い
か
ら
で
あ
っ
た
。
P
R
に
利
用
さ
れ
た
と
は
い
え
、
朝
鮮
人
選
手
は
民
族

イ
ベ
ン
ト
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
、
朝
鮮
人
を
代
表
す
る
意
識
を
持
ち
続

け
た
。

　
一
九
三
二
年
に
文
部
省
が
い
わ
ゆ
る
野
球
統
制
令
を
出
す
と
、
総
督
府
学

務
局
も
岡
様
の
統
制
令
を
出
し
、
そ
の
結
果
、
朝
鮮
体
育
会
主
催
の
全
朝
鮮

野
球
大
会
が
消
滅
し
た
。
韓
国
で
は
、
こ
の
統
制
令
は
私
立
学
校
の
生
徒
が

全
朝
鮮
野
球
大
会
に
参
加
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
実
施
さ
れ
、
そ
の
結

果
門
野
球
の
沈
滞
し
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
問
大

会
は
す
で
に
サ
ッ
カ
ー
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
化
や
甲
子
園
人
気
の
な
か
で

風
前
の
灯
火
だ
っ
た
。

　
第
五
章
「
戦
時
期
朝
鮮
の
野
球
界
」
は
総
督
府
学
務
局
の
統
制
の
拡
大
と

そ
の
影
響
を
論
じ
る
。
京
城
中
学
校
で
は
一
九
三
七
年
に
校
長
の
方
針
に
よ

り
武
道
以
外
の
運
動
部
の
対
抗
試
合
が
廃
止
さ
れ
た
。
名
門
校
で
の
部
活
動

の
戦
時
体
制
化
は
他
校
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
が
、
唐
主
的
な
も
の
で
、

朝
鮮
人
に
対
す
る
影
響
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
総
督
府
は
こ
の
時
期
野
球
を

同
化
政
策
に
活
用
す
る
こ
と
に
熱
心
に
な
っ
て
い
た
。
日
中
戦
争
勃
発
以
降
、

一
連
の
皇
民
化
政
策
が
実
施
さ
れ
、
内
鮮
融
和
で
は
な
く
内
鮮
一
体
が
統
治

目
標
と
な
っ
た
。
甲
子
園
の
朝
鮮
地
区
予
選
も
学
務
局
に
よ
り
皇
民
化
と
戦

時
体
制
化
が
進
め
ら
れ
る
が
、
「
ス
ポ
ー
ツ
用
語
の
国
語
浄
化
」
の
よ
う
に

ス
ポ
ー
ツ
の
戦
時
体
制
化
は
日
本
以
上
に
徹
底
し
て
い
た
。

　
一
九
三
九
年
に
学
務
局
長
は
選
手
制
度
の
廃
止
と
虚
弱
な
学
生
生
徒
の
体

力
増
強
を
訴
え
た
が
、
こ
れ
は
朝
鮮
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
終
わ
り
の
始
ま

り
で
あ
っ
た
。
学
務
局
の
意
を
汲
ん
だ
校
長
た
ち
の
決
断
、
あ
る
い
は
硬
式

か
ら
軟
式
野
球
へ
の
転
向
の
結
果
、
朝
鮮
地
区
予
選
参
加
校
は
｝
九
三
九
年

に
二
六
校
に
な
っ
た
。
　
一
方
、
民
族
教
育
を
お
こ
な
う
朝
鮮
入
の
私
立
学
校

は
硬
式
野
球
を
続
け
た
。

　
一
九
四
二
年
、
朝
鮮
総
督
府
は
ス
ポ
…
ツ
へ
の
統
制
を
強
め
、
朝
鮮
体
育

振
興
会
を
設
立
し
た
。
各
学
校
で
は
球
技
全
般
が
禁
止
さ
れ
た
。
～
方
、
社

会
人
野
球
は
隆
盛
を
極
め
、
一
九
四
〇
年
と
四
二
年
の
都
市
対
抗
野
球
大
会

で
金
京
城
が
優
勝
し
た
が
、
四
二
年
秋
の
リ
ー
グ
戦
が
植
民
地
朝
鮮
最
後
の

野
球
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　
終
章
で
は
、
日
本
野
球
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
吸
収
し
な
が
ら
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
拡
大
し
た
も
の
、
そ
れ
が
朝
鮮
野
球

だ
っ
た
と
結
論
す
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
史
に
お
け
る
本
書
の
位
置
づ
け
は
著
者
自
身
が
「
朝
鮮
ス
ポ
ー

ツ
史
に
関
す
る
臼
本
語
で
読
め
る
学
術
書
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
最
初
の
も

の
で
あ
る
。
韓
国
で
も
類
書
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
述
べ
る
如
く
で
あ
る
。

朝
鮮
ス
ポ
…
ツ
史
の
先
行
研
究
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
い
か
に
著
者
が
多
く
の

史
料
を
発
掘
し
、
独
自
な
（
し
か
し
説
得
的
な
）
解
釈
を
積
み
重
ね
て
、
植

民
地
時
期
朝
鮮
の
野
球
の
全
体
像
を
描
き
出
し
た
か
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た

民
族
運
動
史
か
ら
見
て
も
新
局
面
を
切
り
開
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
こ
の
点
に
関
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
叙
述
で
は
野
球
と
民
族
運

動
の
関
係
が
今
ひ
と
つ
は
っ
き
り
し
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
野
球
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
民
族
運
動
と
の
関
係
が
深
い
サ
ッ
カ
ー
や
ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど
に
対
象

を
広
げ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
評
者
は
東
ア
ジ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
史
を
研
究
し
て
い
る
が
、
朝
鮮
の

野
球
や
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
著
者
以
上
の
知
見
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は

外
野
席
か
ら
朝
鮮
野
球
を
も
う
少
し
大
き
な
文
脈
に
位
置
づ
け
て
み
た
い
。

　
本
書
の
主
題
は
帝
国
日
本
と
朝
鮮
野
球
で
あ
る
が
、
満
洲
を
加
え
る
こ
と

で
、
よ
り
立
体
的
な
構
図
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
本
書
で
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評書

も
朝
鮮
総
督
麻
鉄
道
局
が
一
時
期
満
鉄
に
経
営
を
委
託
し
、
そ
の
結
果
従
業

員
の
文
化
や
厚
生
施
設
が
充
実
し
た
こ
と
（
＝
一
九
～
一
三
〇
頁
）
、
ま
た

日
本
運
動
協
会
が
朝
鮮
と
満
洲
の
遠
征
に
力
を
入
れ
た
こ
と
（
二
五
六
～
二

五
七
頁
）
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
満
鉄
も
し
く
は
満
洲
に
つ
い
て
そ
れ
以
上
の

記
述
は
な
い
。

　
内
地
の
臼
本
人
チ
ー
ム
は
朝
鮮
遠
征
の
さ
い
満
洲
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
い
や
む
し
ろ
満
洲
遠
征
の
つ
い
で
に
朝
鮮
に
立
ち
寄
る
こ
と
の
ほ

う
が
多
か
っ
た
。
こ
の
手
の
遠
征
の
最
初
は
～
九
一
六
年
の
天
狗
倶
楽
部
で
、

満
洲
各
地
を
回
っ
た
あ
と
朝
鮮
を
素
通
り
し
て
帰
っ
た
。
本
書
で
も
触
れ
ら

れ
る
よ
う
に
、
そ
の
翌
年
に
早
大
が
朝
鮮
に
遠
征
す
る
（
一
四
八
～
一
荒
九

頁
）
。
し
か
し
こ
れ
は
も
と
も
と
満
洲
側
が
早
大
の
校
友
会
に
依
頼
し
て
実

現
し
た
企
画
で
あ
り
、
朝
鮮
の
新
聞
社
が
日
本
か
ら
招
暮
し
た
と
い
う
よ
り

は
、
満
洲
側
の
企
画
に
便
乗
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
の
早

大
遠
征
メ
ン
バ
ー
の
エ
ー
ス
は
岸
一
郎
だ
っ
た
が
、
翌
年
に
満
洲
倶
楽
部
入

　
　
①

り
す
る
。
朝
鮮
で
は
岸
よ
り
…
年
早
く
早
大
の
萩
野
喜
代
志
が
鉄
道
局
に
入

っ
た
が
、
そ
れ
は
朝
鮮
人
チ
…
ム
へ
の
焦
り
や
対
抗
心
だ
っ
た
と
い
う
£

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

二
八
頁
）
。
い
ず
れ
も
体
育
会
系
就
職
の
走
り
で
あ
る
が
、
満
洲
倶
楽
部
の

場
合
は
同
じ
日
本
人
チ
ー
ム
大
連
実
業
団
へ
の
対
抗
心
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
六
七
～
六
八
頁
で
は
朝
鮮
体
育
デ
ー
に
触
れ
、
文
部
省
の
「
全
国
体
育

デ
ー
」
は
一
一
月
置
日
だ
が
、
朝
鮮
で
は
そ
の
時
期
は
運
動
す
る
の
に
寒
す

ぎ
る
の
で
、
の
ち
に
一
〇
月
一
日
に
変
更
さ
れ
た
と
す
る
。
第
一
回
体
育

デ
ー
は
一
九
二
四
年
で
、
朝
鮮
で
は
一
九
二
六
年
に
期
日
変
更
が
な
さ
れ
た

よ
う
だ
が
（
九
五
頁
注
五
六
）
、
じ
つ
は
満
洲
で
は
一
九
二
五
年
に
気
候
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

関
係
で
一
か
月
繰
り
上
げ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
。
朝
鮮
は
そ
れ
に
倣
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
第
四
章
で
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
大
阪
朝
日
町
聞
社
と
大
阪
毎
日
新
聞
社
の

対
抗
関
係
が
地
方
の
野
球
熱
を
高
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
両
者
の
対
抗
関

係
の
影
響
は
満
洲
に
も
及
ん
で
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
三
一
年
六
月
に
大

阪
朝
日
新
聞
社
安
東
通
信
部
の
後
援
で
国
境
中
等
学
校
野
球
大
会
が
創
設
さ

れ
る
と
、
同
年
八
月
に
は
国
境
毎
日
新
聞
社
が
満
鮮
中
等
学
校
選
抜
野
球
大

会
を
開
催
し
た
。
中
等
野
球
に
限
ら
ず
、
少
年
野
球
や
社
会
人
野
球
、
さ
ら

に
は
各
種
ス
ポ
ー
ツ
、
武
道
は
、
満
洲
と
朝
鮮
の
問
で
密
接
な
関
係
を
有
し

て
い
た
。

　
野
球
そ
の
も
の
に
は
あ
ま
り
関
係
な
い
が
、
東
ア
ジ
ア
と
い
う
視
点
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。
六
六
頁
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
紹
介
し
た
の
が
皇

城
Y
M
C
A
の
ジ
レ
ッ
ト
で
、
譲
本
よ
り
早
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
中

国
で
は
も
う
少
し
早
く
、
一
八
九
五
年
に
天
津
Y
M
C
A
の
ラ
イ
ア
ン
が
紹

介
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
差
は
a
本
と
朝
鮮
に
お
け
る
近
代
文
明

受
容
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
Y
M
C
A
の
東
ア
ジ
ア
戦
略
と
い
う
視
点
で
理

解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
Y
M
C
A
関
連
で
は
、
六
三
頁
に
一
八
四
四
年
に
創
立
さ
れ
た
Y
M
C
A

の
主
な
活
動
と
し
て
「
教
育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
振
興
さ
せ
る
」
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
一
九
世
紀
末
に
登
場
し
た
新
し

い
活
動
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
重
要
な
手
段
と
考
え
ら
れ

た
の
で
、
「
皇
城
Y
M
C
A
が
運
動
会
を
開
い
た
り
体
育
部
を
発
足
さ
せ
た

り
し
た
こ
と
は
、
宣
教
師
に
し
て
み
れ
ば
ス
ポ
…
ツ
振
興
の
一
環
に
す
ぎ
な

か
っ
た
」
（
七
〇
頁
）
と
い
う
の
は
正
し
く
な
い
。
ま
た
皇
城
Y
M
C
A
の

日
本
遠
征
を
早
大
野
球
部
が
支
援
し
た
理
由
（
～
二
三
頁
）
に
つ
い
て
は
宗

教
的
な
繋
が
り
も
見
逃
せ
な
い
。
野
球
部
長
安
部
磯
雄
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で

あ
っ
た
。
彼
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
と
き
極
東
体
育
協
会
主
事
の
エ
ル
ウ
ッ
ド
・
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ブ
ラ
ウ
ン
（
マ
ニ
ラ
Y
M
C
A
）
の
依
頼
を
受
け
て
、
～
九
＝
二
年
に
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

さ
れ
る
極
東
大
会
の
臼
本
代
表
派
遣
の
責
任
者
を
し
て
い
た
。

　
一
八
九
頁
で
は
、
朝
鮮
体
育
会
が
全
朝
鮮
野
球
大
会
を
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の

一
九
二
〇
年
＝
月
に
瀾
催
し
た
理
由
を
世
界
の
時
流
に
遅
れ
ま
い
と
す
る

焦
燥
感
に
求
め
る
が
、
よ
り
具
体
的
な
理
由
が
あ
っ
た
。
朝
鮮
体
育
会
は
翌

～
九
二
一
年
五
月
に
上
海
で
開
催
さ
れ
る
極
東
大
会
に
「
囚
○
話
9
・
」
と
し
て

参
加
す
る
べ
く
、
同
年
一
月
に
申
請
を
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
実
績
つ
く

　
　
　
⑤

り
だ
つ
た
。

　
一
七
四
～
一
七
五
頁
で
は
一
九
二
〇
年
夏
に
朝
鮮
を
訪
問
し
た
ア
メ
リ
カ

議
員
団
が
朝
鮮
は
独
立
の
た
め
の
「
実
力
」
を
欠
い
て
い
る
と
認
識
し
、
そ

れ
を
朝
鮮
人
は
天
の
声
の
ご
と
く
受
け
止
め
実
力
の
向
上
を
目
指
し
た
と
あ

る
。
こ
の
議
員
団
は
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
足
を
運
ん
で
い

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
ス
ポ
ー
ツ
が
独
立
あ
る
い
は
自
治
の
基
準
と
考
え
ら

　
　
　
⑥

れ
て
い
た
。
議
員
団
の
言
葉
の
矛
先
は
じ
つ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
向
け
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
｝
九
一
一
四
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参

加
を
果
た
し
た
。
　
一
七
六
頁
で
は
、
一
九
一
四
年
の
亙
O
C
会
議
で
主
権
を

持
た
な
い
民
族
が
単
独
の
団
体
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、

朝
鮮
人
は
民
族
単
位
で
参
禰
す
る
権
利
が
な
か
っ
た
と
記
す
。
著
者
が
参
照

し
た
福
田
宏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
チ
ェ
コ
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
関
わ
る

　
　
　
⑦

も
の
だ
し
、
そ
も
そ
も
朝
鮮
入
が
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。

　
評
者
は
か
つ
て
中
國
の
ス
ポ
ー
ツ
用
語
が
日
本
と
違
う
の
は
、
Y
M
C
A

関
係
者
が
臼
本
の
影
響
力
を
排
除
す
る
た
め
に
意
識
的
に
差
別
化
を
図
っ
た

　
　
　
　
　
　
⑧

結
果
だ
と
論
じ
た
。
こ
こ
で
台
湾
に
つ
い
て
少
し
補
足
し
て
お
く
と
、
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

党
支
配
下
の
台
湾
で
は
中
国
の
ス
ポ
ー
ツ
用
語
の
使
用
が
強
制
さ
れ
た
。
と

す
る
な
ら
、
戦
後
の
韓
国
、
朝
鮮
の
脱
植
民
地
化
を
考
え
る
う
え
で
、
台
湾

と
の
比
較
も
興
味
深
い
。

　
評
者
は
本
書
の
基
礎
と
な
る
論
文
に
目
を
凝
し
て
き
た
が
、
今
回
一
冊
の

本
に
な
っ
た
こ
と
で
、
改
め
て
多
く
の
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
評
者
は
最

近
満
洲
ス
ポ
ー
ツ
史
の
研
究
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
満
洲
を
抜

き
に
し
て
日
本
と
朝
鮮
の
関
係
を
理
解
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
朝
鮮
を
抜
き

に
し
て
日
本
と
満
洲
の
関
係
を
理
解
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
た
。
著
者
は
末
尾
で
朝
鮮
ス
ポ
ー
ツ
史
研
究
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば

と
述
べ
て
い
る
が
、
本
書
の
射
程
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
満
洲
に
つ
い

て
は
評
者
自
身
の
責
任
で
あ
り
、
本
書
と
対
話
可
能
な
研
究
を
早
く
出
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

①
岸
以
前
に
も
獅
子
内
謹
一
郎
な
ど
早
大
蜂
宇
部
出
身
者
は
い
た
が
、
野
球
を
主

　
た
る
目
的
と
し
て
入
社
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

②
束
原
文
郎
「
〈
体
育
会
系
〉
就
職
の
起
源
一
企
業
が
求
め
た
有
屠
な
身
体
輪
実

　
業
之
日
本
臨
の
記
述
を
手
掛
か
り
と
し
て
」
『
ス
ポ
ー
ツ
産
業
学
研
究
葱
二
　
巻

　
二
号
、
二
〇
一
一
年
。

③
噸
満
洲
日
日
新
型
一
九
二
五
年
九
月
二
二
日
。

④
拙
稿
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル
か
ら
極
東
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
　
ス
ポ
ー
ツ
・

　
民
主
主
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
糊
京
都
大
学
文
学
部
紀
要
』
五
六
号
、
二
〇
一
七
年
。

⑤
拙
著
凹
帝
国
日
本
と
ス
ポ
ー
ツ
隔
塙
書
房
、
エ
○
＝
一
年
、
一
八
六
～
一
八
七

　
頁
（
典
拠
は
『
申
報
撫
　
九
二
一
年
二
月
二
日
）
。
冨
ρ
ω
Φ
o
搾
、
、
0
9
0
巳
巴

　
函
。
話
蝉
蝉
5
α
芸
Φ
○
ぞ
ヨ
讐
。
Ω
四
ヨ
①
ω
”
一
〇
一
〇
山
㊤
醗
．
．
（
昏
o
O
δ
γ
、
袋
ミ
詩
竜

　
凶
g
湧
鴇
ミ
恥
㌔
ミ
ミ
b
㌦
携
鳥
、
ミ
職
ミ
聾
N
O
Q
恥
軌
葺
け
8
u
＼
＼
税
8
0
m
障
。
蔓
ヒ
℃
Φ
5
部
b
α
蟷
＼
Φ
山
－

　
圃
ω
ω
①
三
等
。
ロ
ω
＼
一
。
。
ω
①
］
．
0
9
ω
b
。
も
参
照
せ
よ
（
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
七
年
三
月
九

　
日
）
。

⑥
　
拙
稿
羅
満
洲
麟
」
の
誕
生
と
極
東
ス
ポ
…
ツ
界
の
再
編
扁
隅
京
都
大
学
文
学
部

　
紀
要
㎞
四
七
号
、
二
〇
〇
八
年
、
拙
稿
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
カ
…
ニ
バ
ル
か
ら
極
東
オ
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リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
扁
。

⑦
福
田
宏
『
身
体
の
国
民
化
　
多
極
化
す
る
チ
ェ
コ
社
会
と
体
操
運
動
㎞
北
海
道

　
大
瀞
字
出
版
A
写
、
　
二
〇
〇
山
ハ
年
、
第
山
ハ
音
雫
。

⑧
拙
稿
「
な
ぜ
σ
霧
⑦
げ
豊
は
棒
球
と
訳
さ
れ
た
か
　
翻
訳
か
ら
見
る
近
代
中
国

　
ス
ポ
ー
ツ
史
」
『
京
都
大
学
文
学
部
紀
要
』
五
五
号
、
二
〇
一
六
年
。

⑨
〉
巳
肘
雲
O
．
ζ
。
三
ω
噛
9
§
N
ミ
等
ミ
9
冬
職
ミ
ミ
O
§
｝
ミ
エ
ミ
頁
。
蔭
駄

　
し
。
慶
S
ミ
N
註
寒
き
§
．
¢
口
ぞ
霞
鉱
畠
o
h
O
9
。
嵩
♂
琶
冨
℃
「
Φ
ω
ω
b
O
＝
’
℃
O
．
㎝
◎
。
・
O
ω
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
六
判
　
一
二
四
五
頁
　
二
〇
一
七
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
由
火
公
払
畑
新
社
　
　
一
詣
ハ
五
〇
田
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
）
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